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り
、
来
年
は
55
年
ぶ
り
の
大
阪
関
西
万
博
、
再
来
年

に
は
旭
高
校
創
立
75
周
年
と
大
き
な
イ
ベ
ン
ト
が
目

白
押
し
で
す
。
同
期
会
も
例
年
に
な
く
、
開
催
が
続

い
て
い
ま
す
。
同
級
生
で
も
、
同
窓
生
で
も
青
春
時

代
を
同
じ
学
び
舎
で
過
ご
し
た
友
・
先
輩
・
後
輩
と

語
ら
う
こ
と
は
非
日
常
を
味
わ
え
る
貴
重
な
時
間
で

あ
り
、
財
産
で
す
。
機
会
を
逃
さ
ず
集
い
ま
し
ょ
う
！

メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
７
月
号
か
ら

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
猛
威
が
去
り
同
窓
会
活

動
も
活
発
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
い
っ
ぽ
う
母
校
は
コ

ロ
ナ
で
２
日
間
の
学
級
閉
鎖
が
…
。
ま
だ
ま
だ
油
断

で
き
な
い
こ
と
を
心
に
と
め
な
が
ら
、
前
向
き
に
、

さ
ら
に
前
向
き
に
進
ん
で
行
き
た
い
も
の
で
す
。

　

う
れ
し
い
ニ
ュ
ー
ス
も
あ
り
ま
し
た
。
７
月
６
日
か

ら
開
幕
し
た
、
第
1
0
6
回
全
国
高
等
学
校
野
球
選

手
権
大
阪
大
会
で
、
野
球
部
が
２
回
戦
突
破
。
３
回

戦
で
北
野
高
校
に
惜
敗
。
2
0
0
7
年
の
ベ
ス
ト
８
進

出
を
思
い
起
こ
す
か
の
よ
う
な
活
躍
を
期
待
し
た
い

も
の
で
す
。

役
員
会
報
告

　

旭
窓
会
役
員
会
は
月
例
会
で
、
旭
窓
会
運
営
に
関

わ
る
総
会
・
委
員
会
の
開
催
や
旭
窓
会
規
約
や
会
計

や
母
校
支
援
に
つ
い
て
協
議
し
て
い
ま
す
。
な
お
、

母
校
に
は
、
生
徒
会
・
ク
ラ
ブ
活
動
・
国
際
交
流
等

に
、
年
間
20
万
円
支
援
し
て
い
ま
す
。

　

同
期
会
・
O
B
会
の
活
性
化
に
向
け
て
は
、
東
日

本
合
同
同
窓
会
・
懇
親
会
・
茶
話
会
に
つ
い
て
起
案

や
支
援
を
検
討
。
運
営
で
は
、
年
会
費
の
電
子
決
済

導
入
、
情
報
発
信
で
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
強
化
や

メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
を
配
信
。
2
0
2
3
年
度
は
、
特

に
2
0
2
6
年
の
母
校
75
周
年
行
事
や
2
0
2
5
年

開
催
の
大
阪
関
西
万
博
に
ち
な
ん
だ
懇
親
会
に
つ
い

て
予
備
討
議
し
ま
し
た
。

電
子
決
済
導
入

　

年
会
費
の
納
入
方
法
の
利
便
性
を
図
る
た
め
、
従

来
の
郵
便
局
・
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
か
ら
の
振

込
に
加
え
て
、
電
子
決
済
を
2
0
2
3
年
10
月
１
日

か
ら
導
入
し
ま
し
た
。
近
年
電
子
マ
ネ
ー
や
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
に
よ
る
決
済
が
増
え
、
現
金
支
払
い
が

減
っ
て
き
て
い
る
こ
と
へ
の
対
応
で
も
あ
り
ま
す
。

初
年
度
利
用
者
は
21
名
で
し
た
。
少
子
化
で
卒
業
生

　

旭
窓
会
会
長
の
上
坂
で
す
。

　

会
員
の
皆
様
、
日
頃
よ
り
同
窓
会
活
動
に
ご
理
解
・

ご
協
力
を
賜
り
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
同
窓
会

活
動
も
徐
々
に
活
発
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　

昨
年
10
月
に
、
遅
れ
ば
せ
な
が
ら
我
が
普
通
科
17

期
古
稀
互
祝
会
を
実
施
し
ま
し
た
。
50
年
ぶ
り
の
同

期
生
と
も
会
い
、
連
絡
先
を
交
換
し
、
再
会
を
約
束

し
ま
し
た
。

　

同
期
生
と
言
え
ば
、
今
回
の
旭
窓
誌
の
巻
頭
を
上

杉
裕
一
君
が
飾
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
や

作
品
は
記
事
に
お
願
い
し
、
私
は
同
級
生
な
ら
で
は

の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
披
露
い
た
し
ま
す
。

　

高
校
１
年
生
の
初
め
て
の
中
間
テ
ス
ト
の
最
終
日
、

解
放
感
か
ら
か
同
級
生
で
サ
ッ
カ
ー
を
し
ま
し
た
。

そ
の
時
に
事
件
が
起
こ
り
ま
し
た
。
相
手
の
蹴
っ
た

ボ
ー
ル
を
ブ
ロ
ッ
ク
し
た
上
杉
君
の
足
が
腫
れ
あ
が

り
、
な
ん
と
骨
折
と
判
明
。
１
ヶ
月
間
の
入
院
で
す
。

申
し
訳
な
い
こ
と
で
し
た
。
上
杉
君
は
相
手
の
名
を

50
年
以
上
経
っ
た
今
も
、
し
っ
か
り
覚
え
て
い
ま
し
た

（
私
で
は
あ
り
ま
せ
ん
よ
！
）。

　

今
回
同
行
し
た
取
材
は
、
そ
ん
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
か

ら
始
ま
る
楽
し
い
時
間
で
し
た
。

　

改
め
ま
し
て
、
長
時
間
の
取
材
に
も
か
か
わ
ら
ず
快

く
対
応
い
た
だ
い
た
上
杉
君
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
２
回
目
の
お
骨
折
り
で
ご
ざ
い
ま
し
た
（
笑
）。

　

今
年
の
秋
に
は
、
第
２
回
東
日
本
合
同
同
窓
会
が
あ

総
会
・
委
員
会
・
東
日
本
合
同
同
窓
会
・
75
周
年
行
事
・
懇
親
会
・
６
９
２
９
茶
話
会
等
を
協
議

が
減
少
し
、
会
費
収
入
も
減
っ
て
き
て
い
る
こ
と
か

ら
、
今
後
利
用
者
が
増
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
年
会

費
収
入
増
に
つ
な
が
れ
ば
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

H
P
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

　

旭
窓
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
ま

し
た
。
目
的
の
１
つ
目
は
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
か
ら

も
閲
覧
し
や
す
い
よ
う
に
す
る
こ
と
、
２
つ
目
は
各

種
イ
ベ
ン
ト
の
エ
ン
ト
リ
ー
と
参
加
者
の
確
認
が
で

き
る
シ
ス
テ
ム
を
導
入
（
パ
ス
ワ
ー
ド
を
設
定
）
し

た
こ
と
、
３
つ
目
は
会
員
に
対
す
る
情
報
提
供
の
充

実
を
図
る
伝
言
機
能
を
設
け
た
こ
と
と
、
デ
ザ
イ
ン

を
変
更
し
た
こ
と
で
す
。
エ
ン
ト
リ
ー
シ
ス
テ
ム
の

導
入
は
、
従
来
往
復
ハ
ガ
キ
で
案
内
し
て
い
た
も
の

が
、
案
内
ハ
ガ
キ
だ
け
に
す
る
こ
と
が
で
き
、
郵
便

料
金
の
値
上
げ
対
策
に
な
り
、
同
期
会
運
営
費
用
の

節
減
に
も
な
り
ま
す
。

　

運
用
開
始
の
お
知
ら
せ
は
H
P
か
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ

ン
で
。

大
阪
関
西
万
博
と
母
校
75
周
年
記
念
イ
ベ
ン
ト

　

2
0
2
5
年
度
は
55
年
ぶ
り
に
大
阪
で
万
国
博
覧

会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
例
年
５
月
に
開
催
し
て
い
る

懇
親
会
を
万
博
見
学
と
し
ま
す
。
チ
ケ
ッ
ト
代
金
の

半
額
程
度
を
補
助
し
、
旧
交
を
温
め
る
機
会
を
提
供

し
ま
す
。
詳
細
は
H
P
で
案
内
し
ま
す
。

　

2
0
2
6
年
11
月
は
母
校
創
立
75
周
年
に
あ
た
り

ま
す
。
2
0
2
6
年
度
を
周
年
年
度
と
し
て
、ス
ポ
ー

ツ
・
文
化
・
芸
術
を
通
じ
て
会
員
交
流
を
図
る
イ
ベ

ン
ト
を
企
画
し
ま
す
。
展
示
系
（
絵
画
・
書
道
・
写

真
等
）、
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
系
（
コ
ー
ラ
ス
・
落
語
・

吹
奏
楽
等
）、ス
ポ
ー
ツ
系
（
ゴ
ル
フ
・
卓
球
・
テ
ニ
ス
・

軽
ス
ポ
ー
ツ
等
）
を
、
旭
窓
会
の
会
員
の
み
な
ら
ず

旭
高
校
に
関
わ
る
人
と
の
つ
な
が
り
を
深
め
る
こ
と

を
目
的
に
検
討
し
て
い
き
ま
す
。
企
画
の
提
案
、
実

行
委
員
へ
の
応
募
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

2023年度（2023年６月～ 2024年５月）
事業について

2023年７月１日	 委員会　旭窓会館
2023年10月１日	「旭窓」発行
	 電子決済スタート
2023年11月26日	� 旭窓会総会　ホテル
	 ニューオータニ大阪
	 45名参加
2023年12月２日	 役員会総会
2024年３月30日	� 6929茶話会　ガーブ
	 ドレッシング
	 123名参加
2024年５月18日	� 懇親会　ダックツアー
	 45名参加

2024年度（2024年６月 ～ 2025年５月）
事業（案）について

2024年６月29日	 委員会　旭窓会館
2024年10月１日	「旭窓」発行
2024年11月17日	� 旭窓会総会　ホテル
	 ニューオータニ大阪
2024年11月24日	� 第２回東日本合同同窓会
	 渋谷エクセルホテル東急
2025年５月ごろ	� 懇親会　大阪関西万博

旭窓会　会長

上坂　一夫
（17期）

開
催
続
く
同
期
会

開
催
続
く
同
期
会

　
同
じ
学
び
舎
で
過
ご
し
た
仲
間
と
語
ら
う
時
間
は
貴
重

　
同
じ
学
び
舎
で
過
ご
し
た
仲
間
と
語
ら
う
時
間
は
貴
重
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2
0
2
4
年
６
月
29
日
、
旭
窓
会
委
員
会
を
開

催
し
ま
し
た
。
学
年
理
事
・
校
長
先
生
・
役
員
・

オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
計
24
名
が
出
席
。
学
年
理
事
で
構

成
す
る
委
員
会
は
年
１
回
開
催
し
、
総
会
議
案
の

予
備
討
議
や
役
員
会
報
告
を
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。

　

冒
頭
、
上
坂
会
長
の
「
同
期
会
の
開
催
が
増
え

た
。
委
員
会
は
総
会
前
の
大
事
な
会
合
。
忌
憚
の

な
い
意
見
を
」
と
、
浅
田
校
長
か
ら
は
、「
コ
ロ

ナ
が
５
類
に
な
り
、
語
学
研
修
は
７
月
マ
ル
タ
島

に
、
10
月
に
は
修
学
旅
行
も
台
湾
へ
と
海
外
を
再

開
。
遠
足
・
体
育
祭
・
文
化
祭
と
ほ
ぼ
通
常
の
学

校
生
活
を
し
て
い
る
」
と
あ
い
さ
つ
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

上
坂
会
長
が
事
業
報
告
・
事
業
計
画
を
、
小
林

会
計
が
予
決
算
を
報
告
。
昨
年
10
月
導
入
し
た
電

子
決
済
は
、
延
べ
21
人
が
利
用
し
効
果
が
出
て
き

て
い
ま
す
。
11
月
24
日
開
催
の
第
２
回
東
日
本

合
同
同
窓
会
は
、
18
期
田
中
万
平
委
員
長
、
7
期

中
島
宏
事
務
局
長
で
準
備
中
で
す
。
2
0
2
6
年

の
母
校
創
立
75
周
年
記
念
事
業
は
、
旭
高
校
と
し

て
は
特
に
記
念
事
業
を
予
定
し
て
い
な
い
こ
と
か

ら
、
旭
窓
会
の
自
主
事
業
と
し
て
お
こ
な
い
ま
す
。

多
く
の
方
に
参
加
・
参
画
を
し
て
い
た
だ
き
た
い

こ
と
か
ら
、
記
念
日
だ
け
で
な
く
通
年
に
わ
た
る

事
業
の
検
討
を
始
め
て
い
ま
す
。

2
0
2
4
年
度
総
会
（
詳
細
は
役
員
会
参
照
）

１
号
議
案　

2
0
2
3
年
度
事
業
報
告

２
号
議
案　

2
0
2
3
年
度
決
算
お
よ
び
監
査
報
告

３
号
議
案　

2
0
2
4
年
度
事
業
計
画
（
案
）

４
号
議
案　

2
0
2
4
年
度
予
算
（
案
）

旭
窓
会　

委
員
会
報
告
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２
０
２
４
年
３
月
30
日
、
６
９
２
９
茶

話
会
を
京
橋
ガ
ー
ブ
ド
レ
ッ
シ
ン
グ
で
開

催
し
、
１
２
３
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
コ

ロ
ナ
禍
が
は
じ
ま
っ
た
年
に
入
学
し
、
５

類
変
更
直
前
に
卒
業
し
た
普
通
科
69
期
国

際
教
養
科
29
期
で
す
。
在
学
中
、
大
勢
で

集
う
こ
と
の
な
か
っ
た
彼
ら
に
懇
親
の
機

会
を
旭
窓
会
と
し
て
支
援
し
て
き
ま
し
た
。

学
年
理
事
を
中
心
に
実
行
委
員
会
を
編
成

し
企
画
し
ま
し
た
。
な
お
、
こ
の
事
業
は

今
回
で
最
後
で
す
。

　

卒
業
後
１
年
ぶ
り
に
会
う
旧
友
た
ち
と

再
会
を
喜
び
、
食
事
や
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
を

楽
し
み
ま
し
た
。
司
会
を
担
当
し
た
実
行

委
員
は
、
ま

じ
め
な
開
会

宣
言
か
ら
一

転
、
サ
ン
グ

ラ
ス
や
衣
装

持
参
の
パ

フ
ォ
ー
マ
ン

ス
で
会
場
を

盛
り
上
げ
て

い
ま
し
た
。

　

三
々
五
々
帰

る
６
９
２
９

生
た
ち
の
い

く
つ
か
の
グ

ル
ー
プ
は
、

い
つ
ま
で
も
店
の
前
で
次
の
行
先
を
相
談

し
て
い
ま
し
た
。

　

実
行
委
員
長
の
普

通
科
69
期
の
山
中
愛

菜
さ
ん
は
、「
同
窓
会

で
は
人
を
集
め
る
こ

と
が
と
て
も
大
変
で

し
た
。
で
も
結
果
的

に
１
０
０
人
を
超
え
る
人
に
参
加
し
て
も

ら
え
て
、
当
日
も
大
幅
に
時
間
が
ズ
レ
る

こ
と
な
く
お
こ
な
え
た
こ
と
は
よ
か
っ
た

で
す
。
自
分
に
と
っ
て
１
か
ら
計
画
し
て

お
こ
な
う
こ
と
は
と
て
も
よ
い
経
験
に
な

り
ま
し
た
」
と
語
り
ま
し
た
。

　

２
０
２
３
年
５
月
８
日
か
ら
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
「
５
類
感
染
症
」
に
位
置
づ
け
さ
れ
た
の
を
機
に
、
同
期
会
・
Ｏ
Ｂ
会
を
開
催
す
る
事
例
が
増
え
ま
し
た
。

昨
秋
の
「
旭
窓
」
発
行
以
降
６
つ
の
集
ま
り
が
持
た
れ
ま
し
た
。
ど
の
期
も
開
催
を
待
ち
わ
び
て
い
た
会
友
が
多
く
、
28
・
29
期
は
１
０
０
人
を
超
す
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

一
部
は
校
了
後
の
開
催
で
報
告
だ
け
と
な
り
ま
す
。
な
お
、
開
催
予
告
は
８
面
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

懇
親
会
・
同
期
会
・
茶
話
会
を
ひ
ら
き
ま
し
た

　

５
月
18
日
（
土
）、旭
窓
懇
親
会
を
開
催
。

『
我
ら
の
愛
す
る
大
阪
の
街
』
大
阪
観
光

第
２
弾
と
し
て
、
陸
上
と
水
上
の
両
方
を

楽
し
め
る
水
陸
両
用
バ
ス
で
の
『
大
阪
ダ
ッ

ク
ツ
ア
ー
』
を
企
画
し
ま
し
た
。
定
員
40

名
の
と
こ
ろ
45
名
の
応
募
で
、
役
員
数
人

が
乗
船
を
遠
慮
。

　

街
中
で
は
存
在
感
が
す
ご
い
ド
派
手
な

車
体
の
水
陸
両
用
バ
ス
は
、
天
満
橋
八
軒

屋
浜
を
出
発
。
大
阪
を
象
徴
す
る
よ
う
な

陽
気
な
ガ
イ
ド
に
促
さ
れ
、
信
号
待
ち
の

歩
行
者
の
方
々
に
手
を
振
り
『
注
目
を
浴

び
な
が
ら
』大
川
へ
。

ド
派
手
で
巨
大
な

バ
ス
は
大
通
り
か

ら
驚
く
ほ
ど
狭
い
道

に
進
入
し
、
ド
ラ
イ

バ
ー
の
巧
み
な
運
転

技
術
に
驚
き
ま
し

た
。

　

大
川
へ
の
ダ
イ
ブ

前
に
桜
ノ
宮
公
園
で

船
長
に
交
代
。
大
川

ダ
イ
ブ
の
カ
ウ
ン
ト

ダ
ウ
ン
は
最
高
に
緊

張
。
ガ
イ
ド
さ
ん
の
掛
け
声
『
１
、２
、３
、

ダ
ー
！
』
で
大
川
へ
勢
い
よ
く
ダ
イ
ブ
！
ダ

イ
ブ
は
ま
ば
た
き
で
き
な
い
ド
キ
ド
キ
の

瞬
間
で
、
前
席
の
数
名
は
冷
た
い
水
し
ぶ

き
を
浴
び
て
の
大
川
ク
ル
ー
ジ
ン
グ
を
ス

タ
ー
ト
。
天
候
に

恵
ま
れ
日
差
し
が

暑
い
な
が
ら
も
川

風
が
心
地
よ
か
っ

た
で
す
。

　

水
上
で
も
陸
上

で
も
大
阪
弁
で
話

し
続
け
る
ガ
イ
ド

さ
ん
の
オ
モ
シ
ロ

く
た
め
に
な
る
？

大
阪
ウ
ン
チ
ク
を

聞
き
な
が
ら
大
阪

水
陸
周
遊
ク
ル
ー

ジ
ン
グ
を
楽
し
み

ま
し
た
。

　

八
軒
屋
浜
に
戻

り
ダ
ッ
ク
ツ
ア
ー

バ
ス
下
船
後
は
中
之
島
バ
ラ
園
に
あ
る
ビ

ア
ガ
ー
デ
ン"R"RIVERSID

E G
RILL&BEER  

G
ARD

EN

で
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
。
会
場
ま
で
約

20
分
ほ
ど
歩
い
た
の
で
、
皆
さ
ん
、
乾
杯

の
ビ
ー
ル
は
格
別
の
味
だ
っ
た
で
し
ょ
う
。

　

16
期
と
20
期
の
皆
さ
ん
は
誘
い
合
わ
せ

て
大
人
数
で
参
加
い
た
だ
き
、
久
々
の
再

会
に
話
が
尽
き
ず
大
い
に
楽
し
ん
で
い
た

だ
け
た
様
子
で
し
た
。

　

次
回
以
降
も
『
我
ら
の
愛
す
る
大
阪
の
街
』

を
堪
能
で
き
る
企
画
を
打
ち
出
し
ま
す
。
今
回

初
参
加
の
方
も
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
等
の
都
合
で
参

加
で
き
な
か
っ
た
方
も
旭
窓
懇
親
会
へ
の
参
加

を
心
か
ら
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

嗚
呼
、
旭
！

�

懇
親
会
担
当
常
任
理
事　

澤
田
浩
光

懇
親
会　

ダ
ッ
ク
ツ
ア
ー
＆
Ｂ
Ｂ
Ｑ

６
９
２
９
茶
話
会  

１
２
３
名
参
加
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２
０
２
４
年
３
月
30
日
、
６
９
２
９
茶

話
会
を
京
橋
ガ
ー
ブ
ド
レ
ッ
シ
ン
グ
で
開

催
し
、
１
２
３
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
コ

ロ
ナ
禍
が
は
じ
ま
っ
た
年
に
入
学
し
、
５

類
変
更
直
前
に
卒
業
し
た
普
通
科
69
期
国

際
教
養
科
29
期
で
す
。
在
学
中
、
大
勢
で

集
う
こ
と
の
な
か
っ
た
彼
ら
に
懇
親
の
機

会
を
旭
窓
会
と
し
て
支
援
し
て
き
ま
し
た
。

学
年
理
事
を
中
心
に
実
行
委
員
会
を
編
成

し
企
画
し
ま
し
た
。
な
お
、
こ
の
事
業
は

今
回
で
最
後
で
す
。

　

卒
業
後
１
年
ぶ
り
に
会
う
旧
友
た
ち
と

再
会
を
喜
び
、
食
事
や
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
を

楽
し
み
ま
し
た
。
司
会
を
担
当
し
た
実
行

委
員
は
、
ま

じ
め
な
開
会

宣
言
か
ら
一

転
、
サ
ン
グ

ラ
ス
や
衣
装

持
参
の
パ

フ
ォ
ー
マ
ン

ス
で
会
場
を

盛
り
上
げ
て

い
ま
し
た
。

　

三
々
五
々
帰

る
６
９
２
９

生
た
ち
の
い

く
つ
か
の
グ

ル
ー
プ
は
、

い
つ
ま
で
も
店
の
前
で
次
の
行
先
を
相
談

し
て
い
ま
し
た
。

　

実
行
委
員
長
の
普

通
科
69
期
の
山
中
愛

菜
さ
ん
は
、「
同
窓
会

で
は
人
を
集
め
る
こ

と
が
と
て
も
大
変
で

し
た
。
で
も
結
果
的

に
１
０
０
人
を
超
え
る
人
に
参
加
し
て
も

ら
え
て
、
当
日
も
大
幅
に
時
間
が
ズ
レ
る

こ
と
な
く
お
こ
な
え
た
こ
と
は
よ
か
っ
た

で
す
。
自
分
に
と
っ
て
１
か
ら
計
画
し
て

お
こ
な
う
こ
と
は
と
て
も
よ
い
経
験
に
な

り
ま
し
た
」
と
語
り
ま
し
た
。

普
通
科
17
期　

古
希
互
祝
会

２
０
２
３
年
10
月
21
日
（
土
）

会
場　

道
頓
堀
ホ
テ
ル

　

コ
ロ
ナ
で
２
年
延
期
し
、
遅
れ
ば
せ
な
が

ら
古
希
互
祝
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
出
席
者

45
名
と
来
賓
は
石
井
先
生
と
上
坂
会
長
。

　

卒
業
ア

ル
バ
ム
を

Ｄ
Ｖ
Ｄ
に

し
た
映
像

で
ク
ラ
ブ

活
動
な
ど

当
時
の
思

い
出
話
を

み
ん
な
で

し
ま
し
た
。

幹
事�

17
期

�

辻　

幹
生

普
通
科
23
期　

65
歳
同
期
会

２
０
２
４
年
２
月
10
日
（
土
）

会
場　

梅
田
ス
カ
イ
タ
ワ
ー

　

５
年
前

の
還
暦
同

窓
会
で

『
５
年
後

に
再
会
し

よ
う
』
と

い
う
こ
と

で
、
今
回

の
同
窓
会

を
開
催
。

約
80
人
が

参
加
し
、

互
い
の
近

況
や
学
生

時
代
の
話

に
花
を
咲

か
せ
ま
し

た
。

普
通
科
28
期　

還
暦
同
窓
会

２
０
２
４
年
４
月
28
日
（
日
）

会
場　

ホ
テ
ル
日
航
大
阪
ス
カ
イ
テ
ラ
ス

　

同
期
１
２
１
名
と
３
年
時
の
担
任
の
先
生

３
人
と
上
坂
会
長
の
計
１
２
５
名
が
出
席
。

盛
大
に
還
暦
の
再
会
を
祝
い
ま
し
た
。

　

卒
業
以
来
40
数
年
ぶ
り
で
み
な
高
校
生
に

も
ど
っ
た
か
の
よ
う
で
し
た
。

　

学
年
理
事　

廣
田　

雅
士

普
通
科
29
期　

還
暦
同
窓
会

２
０
２
４
年
８
月
11
日
（
日
）

会
場　

ホ
テ
ル
京
阪
京
橋

　

福
岡
・
埼
玉
な
ど
１
０
６
名
参
加
。
名
札

は
当
時
の
ニ
ッ
ク
ネ
ー
ム
で
組
ご
と
に
円
卓

を
囲
み
、
他
の
組
の
人
と
も
話
せ
る
よ
う
フ

リ
ー
席
も
設
け
ま
し
た
。
テ
ー
ブ
ル
上
に
し

お
り
・
名
簿
と
卒
業
ア
ル
バ
ム
の
コ
ピ
ー
。

ス
ラ
イ
ド
で
は
現
役
時
代
の
街
並
み
や
生
徒

の
写
真
を
披
露
。

　

還
暦
に
ち
な
み
？
真
っ
赤
な
衣
装
で
当
時

の
ヒ
ッ
ト
曲
を
歌
う
同
窓
生
や
「
Ｍ

−

１
」

出
場
経
験
者
の
ク
イ
ズ
と
コ
ン
ト
で
、
に
ぎ

や
か
な
楽

し
い
同
窓

会
に
な
り

ま
し
た
。

　

幹
事
へ

の
感
謝
の

声
が
あ
り
、

元
気
で
次

回
の
同
窓

会
を
約
束

し
ま
し
た
。

29
期
代
表　

瀬
山
眞
由
美

（
旧
姓
：
鍋
）

　

２
０
２
４
年
２
月
23
日
（
金
）
桜
宮
福

祉
会
館
で
、
旭
高
校
の
古
典
落
語
部
Ｏ
Ｂ

会
と
し
て
第
１
回
旭
家
一
門
会
が
午
前
午

後
の
２
公
演
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。
23
期

か
ら
30
期
ま
で
の
古
典
落
語
部
Ｏ
Ｂ
６
人

が
48
年
ぶ
り
の
高
座
に
あ
が
り
ま
し
た
。

35
人
定
員
の
ホ
ー
ル
に
約
１
２
０
人
が
来

場
。
出
演
者
は
多
い
来
場
者
に「
ウ
ソ
！
」

と
驚
き
つ
つ
高
座
を
つ
と
め
ま
し
た
。
実

は
調
べ
て
み
る
と
第
３
回
で
し
た
が
半
世

紀
ぶ
り
で
、
や
は
り

第
１
回
と
し
ま
し
た
。

　

勢
い
を
得
た
落
語

研
究
会
は
、
第
２
回

一
門
会
内
代
寄
席
を

２
０
２
４
年
９
月
８

日
（
日
）
に
内
代
小

学
校
多
目
的
室
で
開

催
。
２
回
目
は
20
期

生
が
新
た
に
出
演
し

ま
し
た
。

23
期　

大
村   

一
人

落
語
研
究
会
Ｏ
Ｂ
会

同
期
会
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旭
窓
会
の
皆
さ
ま
に
は
日
ご
ろ
よ
り
本
校

の
教
育
活
動
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、

国
際
交
流
、
部
活
動
、
生
徒
会
活
動
と
様
々

な
領
域
で
ご
支
援
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
こ

と
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

私
、
転
任
し
ま
し
て
２
年
目
で
す
が
、
日
々

の
学
習
は
も
と
よ
り
、
部
活
動
や
体
育
祭
等

の
学
校
行
事
に
熱
心
に
取
組
む
本
校
生
徒
た

ち
を
見
て
い
る
と
、
誇
ら
し
く
思
う
と
と
も

に
、
ま
た
爽
や
か
な
気
分
に
さ
せ
て
く
れ
ま

す
。

　

今
、
学
校
は
、
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
法
的
位

置
付
け
が
５
類
に
変
更
さ
れ
て
か
ら
ち
ょ
う

ど
１
年
余
り
を
経
て
、
全
体
と
し
て
通
常
の

学
校
生
活
が
営
ま
れ
て
い
ま
す
。
生
徒
た
ち

は
、
学
期
末
テ
ス
ト
を
終
え
て
夏
休
み
を
前

に
、
午
前
中
は
授
業
、
午
後
は
部
活
動
と
、

猛
暑
の
中
を
忙
し
く
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
３
月
に
卒
業
し
た
普
通
科
70
期
生
・

国
際
文
化
科
１
期
生
も
、
進
路
決
定
で
は
果

敢
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
、
な
か
な
か
の
実
績
を

残
し
て
く
れ
て
い
ま
す
。
国
公
立
大
学
お
よ

び
難
関
私
立
大
学
、
関
関
同
立
、
産
近
甲
龍
、

関
西
外
大
へ
の
現
役
合
格
者
数
に
つ
い
て

は
、
７
ク
ラ
ス
で
2
9
0
名
と
、
昨
年
度
の

８
ク
ラ
ス
2
8
5
名
を
上
回
り
ま
し
た
。
進

路
に
関
す
る
説
明
会
や
講
演
会
の
回
数
を
前

年
度
よ
り
多
く
設
定
す
る
な
ど
、
メ
リ
ハ
リ

の
あ
る
進
路
指
導
の
取
組
み
か
ら
、
今
年
度

も
実
績
は
向
上
す
る
も
の
と
期
待
し
、
確
信

し
て
い
ま
す
。
将
来
に
向
か
う
自
身
の
歩
み
、

そ
こ
に
達
す
る
ま
で
の
軌
道
に
つ
い
て
、
早

い
段
階
か
ら
具
体
的
に
イ
メ
ー
ジ
さ
せ
て
、

進
路
実
現
へ
と
導
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

　

ま
た
、
海
外
語
学
研
修
は
、
昨
年
の
イ
ギ

リ
ス
と
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
引
き
続
い
て
、

今
年
は
イ
タ
リ
ア
・
シ
チ
リ
ア
島
の
南
、
地

中
海
の
ほ
ぼ
中
央
に
あ
る
マ
ル
タ
島
に
向
け

て
７
月
20
日
に
日
本
を
発
ち
、
現
地
で
10
日

間
の
研
修
を
実
施
し
ま
し
た
。
修
学
旅
行
も
、

10
月
半
ば
、
数
年
ぶ
り
に
国
内
か
ら
台
湾
へ

と
海
外
に
出
て
、
３
泊
４
日
で
実
施
す
る
予

定
で
す
。

　

昨
年
度
の
部
活
動
加
入
率
は
64・
２
%
。

毎
年
微
増
傾
向
に
あ
り
、
大
き
く
伸
ば
し
た

い
と
こ
ろ
で
す
。
日
々
の
部
活
動
で
培
っ
た

意
欲
、
持
久
力
、
忍
耐
力
、
向
上
心
・
研
究
心
、

チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
に
よ
っ
て
、
生
徒
自
ら
が

高
校
生
活
の
質
を
高
め
、
自
分
自
身
を
も
う

一
つ
高
い
学
び
の
ス
テ
ー
ジ
へ
と
押
し
上
げ

る
こ
と
が
で
き
る
学
校
で
あ
り
た
い
。

「
勉
強
が
ん
ば
る
！
行
事
も
部
活
動
も
が
ん

ば
る
！
こ
れ
が
旭
!!
」

「
夢
は
旭
で
叶
え
る
!!
」

を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
、
学
習
と
部
活
動

を
両
立
し
つ
つ
進
路
希
望
の
実
現
を
図
っ
て

い
く
府
立
高
校
と
し
て
成
長
し
続
け
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

本
校
は
、
一
般
に
言
う
と
こ
ろ
の
、
落
ち

着
い
た
学
習
環
境
を
有
す
る
学
校
で
す
。
少

子
化
の
中
に
あ
っ
て
受
験
倍
率
が
安
定
的
に

高
い
こ
と
、
生
徒
の
学
校
生
活
へ
の
満
足
度

が
高
い
こ
と
、
大
学
進
学
を
中
心
と
し
た
進

路
実
績
が
着
実
に
向
上
し
、
生
活
指
導
上
の

問
題
も
少
な
い
こ
と
、
な
ど
が
物
語
っ
て
い

る
と
思
い
ま
す
。
と
り
わ
け
、
生
徒
対
象
の

学
校
教
育
自
己
診
断
項
目
「
あ
な
た
は
後
輩

に
旭
高
校
へ
の
進
学
を
進
め
た
い
で
す
か
」

の
肯
定
的
回
答
が
68・

７
%
で
あ
り
、
今
後

こ
の
数
値
が
大
き
く
伸
び
を
示
し
て
く
れ
る

こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

　

終
わ
り
に
、
旭
窓
会
と
会
員
の
皆
さ
ま
の

ま
す
ま
す
の
ご
隆
昌
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま

す
と
と
も
に
、
今
後
も
引
き
続
き
、
旭
高
校

へ
の
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

　旭窓会の皆さま、昨年の「旭窓」で楽器の寄贈をお願いし、フルート・
クラリネットを寄贈していただきました。大切に使わせていただいており
ます。お礼申し上げます。
　吹奏楽部は１～３年生42名で活動しております。昨年も寄贈いただい
たのですが、今も特に、ホルン（フルダブルホルン）・Ｂ♭クラリネット・
ピッコロは楽器が古く足りない厳しい状況です。部員たちがのびのびと練
習できる環境を維持するため、使わなくなった楽器がありましたら寄贈し
ていただけますでしょうか。よろしくお願いいたします。
　

　吹奏楽部顧問　田辺直子

楽器の寄贈をお願いします

大切に使っています

関西 35
関西学院 5
立命館 9
京都産業 5
近畿 36
甲南 6
龍谷 127
摂南 95
神戸学院 1
追手門学院 51
桃山学院 17
大阪経済 54
関西外国語 38
大阪成蹊 6
大阪工業 5

大阪体育 1
大和 36
森ノ宮医療 4
四天王寺 3
京都女子 1
同志社女子 14
武庫川女子 7
甲南女子 7
畿央 4
大阪芸術 1
京都橘 2
大阪総合体育 1
大阪歯科 1
関西医科 2

  進進路状路状況況（2024年度入試）（2024年度入試）

大阪府立旭高等学校
校　長

浅田　和也

「「��
勉
強
が
ん
ば
る
！
行
事
も
部
活
動
も
が
ん
ば
る
！

勉
強
が
ん
ば
る
！
行
事
も
部
活
動
も
が
ん
ば
る
！

こ
れ
が
旭
！！
」「
夢
は
旭
で
叶
え
る
！！
」

こ
れ
が
旭
！！
」「
夢
は
旭
で
叶
え
る
！！
」

短期大学（現役のみ）短期大学（現役のみ）
　関西外国語・短期大学部
　大和大学白鳳短期大学
　常磐会女子短期大学
　関西女子短期大学
　武庫川女子短期大学
看護学校看護学校
　国立病院機構大阪医療センター付属看護学校
　大阪警察病院看護専門学校
　松下看護専門学校
　行岡医療技術専門学校

私立大学　　現役：695名　既卒15名
国公立大学　　　　   ４名
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　運動部
男子硬式テニス部
・2024年度春季高校総体
　　シングルス　予選準決勝敗退２名
　　ダブルス　　予選決勝敗退３組
　　団体戦　　　１回戦敗退
・2024度夏季高校総体
　　シングルス　本戦１回戦敗退
　　ダブルス　　予選準決勝敗退１組
陸上競技部
・2024年度インターハイ予選
　　男子三段跳	 11位
　　男子やり投げ	 10位
　　女子走幅跳	 24位
　　女子やり投げ	 17位⇒中央大会出場
・2024年大阪総体予選
　　２年男子800ｍ	 13位

　　２年男子やり投げ	 10位
　　１年女子やり投げ	 ５位⇒中央大会出場
野球部
・全国高等学校野球大会大阪地区予選
　　３回戦敗退

　文化部
美術部
・�第75回高校展（大阪府高等学校美術工芸展）　

Eブロック
　絵画部門
　　優良賞� ３年 能村眞奈
　　奨励賞� ２年 田中穂智
　デザイン部門
　　優良賞� ３年 西村若菜
　彫刻立体部門
　　奨励賞� ３年 能村眞奈
吹奏楽部
・第50回大阪府アンサンブルコンテスト
　　木管８重奏　金賞

・第34回定期演奏会「ドリームコンサート」
軽音楽部
・�第28回 フ レ ッ

シ ュ サ ウ ン ド
コンテスト

　　最優秀賞受賞
・�高 校 生 バ ン ド

フェス2024
　　ベストプレーヤー賞２名
　　（ボーカル・キーボード）
・�第８回高等学校軽音楽コンテスト近畿北陸大会
　　グランプリ(最優秀賞)受賞
・�第１回高等学校軽音楽文化祭国際大会
　　出場

　
校
長
先
生
の
話
に
も
あ
っ
た
よ
う
に
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
5
類
に
移
行
さ

れ
て
以
降
、
普
通
の
学
校
生
活
が
送
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
秋
に
は
修
学
旅
行

も
台
湾
へ
。

部　活　動　報　告

体
育
祭

　

５
月
31
日
（
金
）、
天
気
が
心
配
で
し

た
が
生
徒
た
ち
の
願
い
が
天
に
届
き
、

体
育
祭
を
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　

恒
例
の
応
援
合
戦
で
は
４
団
に
分
か
れ

て
そ
れ
ぞ
れ
の
演
舞
。
審
査
員
泣
か
せ
の

甲
乙
つ
け
が
た
い
す
ば
ら
し
い
も
の
で
し

た
。
力
の

こ
も
っ
た

各
団
の

立
て
看

板
も
さ

す
が
に
旭

高
校
ら
し

い
も
の
で

し
た
。
こ

の
ほ
か
、

各
種
目
、

団
対
抗

リ
レ
ー
、

ク
ラ
ブ
対

抗
リ
レ
ー
と
た
ま
に
小
雨
が
降
る
中
、
大

い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

普
通
科
72
期
国
際
文
化
科

３
期
修
学
旅
行

　

72
期
３
期
は
北
海
道
で
星
野
リ
ゾ
ー
ト

ト
マ
ム
に
宿
泊
。
と
て
も
大
き
い
ホ
テ
ル

で
、
生
徒
た
ち
は
そ
の
大
き
さ
に
圧
倒
さ

れ
て
い
ま
し
た
。

　

北
海
道
大
学
の
学
生
さ
ん
と
の
交
流

は
、
様
々
な
国
か
ら
北
大
に
来
て
い
る
留

学
生
の
方
に
札
幌
市
内
や
北
大
構
内
を
案

内
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
２
日
目
は
各
生

徒
が
興
味
の
あ
る
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
に
参

加
。
カ
ー
リ
ン
グ
や
動
物
と
の
ふ
れ
あ
い

と
い
っ
た
北
海
道
な
ら
で
は
の
ア
ク
テ
ィ

ビ
テ
ィ
を
楽
し
み
ま
し
た
。
３
日
目
は
、

ア
グ
リ
ン
ピ
ッ
ク
と
言
わ
れ
る
競
技
を
し

ま
し
た
。
最
終
日
は
各
ク
ラ
ス
で
計
画
し

た
プ
ラ
ン
で
最
後
の
北
海
道
を
楽
し
ん
で

い
ま
し
た
。
生
徒
た
ち
は
修
学
旅
行
中

ず
っ
と
楽
し
そ
う
に
し
て
い
ま
し
た
。

２
０
２
４
年
度
夏
期
海
外
研
修

　

２
０
２
４
年
度
は
、
７
月
20
～
30
日
に

旭
高
校
に
と
っ
て
初
め
て
の
マ
ル
タ
に
行

き
ま
し
た
。
ブ
ー
ツ
の
形
を
し
た
イ
タ
リ

ア
の
つ
ま
先
の
位
置
に
あ
る
小
さ
な
島
国

で
す
。
参
加
す
る
30
名
は
、
研
修
前
に
さ

ま
ざ
ま
な
学
習
や
準
備
を
重
ね
て
出
発
。

海
外
研
修
は
い
い
経
験
に
な
り
ま
し
た
。

遠
足
２
０
２
４

　

１
年
生
は
学
年
全
体
で
出
か
け
、
全
体

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
中
心
の
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
し
ま
し
た
。
長
居
公
園
で
は
、
ク
ラ

ス
ご
と
に
分
か
れ
て
Ｂ
Ｂ
Ｑ
。
ま
だ
高
校

生
に
な
っ
て
１
か
月
も
経
っ
て
い
な
い
の

で
、
こ
の
遠
足
を
通
し
て
、
初
め
て
話
し

て
仲
よ
く
な
っ
た
生
徒
も
多
か
っ
た
で
す
。

　

２
年
生
は
神
戸
に
出
か
け
ま
し
た
。
修

学
旅
行
に
備
え
て
班
行
動
を
し
ま
す
。
各

班
で
行
き
た
い
場
所
の
プ
ラ
ン
を
立
て
ま

し
た
。
班
で
買
い
物
や
、
観
光
な
ど
を
楽

し
ん
で
い
ま
す
。

　

３
年
生
は
、
ク
ラ
ス
ご
と
に
自
由
に
行

先
や
内
容
を
生
徒
た
ち
自
身
で
決
め
、
遠

足
を
満
喫
し
ま
し
た
。
３
年
生
に
と
っ
て

は
最
後
の
遠
足
と
な
り
ま
す
の
で
、
全
力

で
楽
し
ん
で
い
る
姿
も
見
ら
れ
ま
し
た
。

２
年
生
「
学
校
・
学
部
別
説
明
会
」

　

７
月
８
日
（
月
）、
２
年
生
対
象
に
「
学

校
・
学
部
別
説
明
会
」
が
お
こ
な
わ
れ
ま

し
た
。
大
学
・
短
大
・

専
門
学
校
か
ら
説
明
に

来
校
。
生
徒
た
ち
は
進

路
希
望
に
合
わ
せ
て
２

校
を
各
30
分
ず
つ
説
明

を
受
け
ま
し
た
。

楽
し
む
学
校
生
活

楽
し
む
学
校
生
活

各
団
の
立
て
看
板

赤
団
赤
団

黒
団
黒
団

紫
団
紫
団

橙
団
橙
団

予
行
時
の
応
援
団
の
様
子

母
校
報
告
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　ここ30年は油絵を描くより「工作」をしているとい
う上杉氏。作品の形状といい動きといい音色といい紙
面で再現できないのが非常に残念。
　カリンバキー・カリンバブリッジ・共鳴部分などほ
ぼ100％手づくりで、材質にもこだわり手に入るもの
は全て材料になっている。倍音もチューニングすると
いうが、そもそものカリンバキーもチューナーをつか
わず調律している。
　上杉氏は作品づくりの工夫や過程を楽しそうに語
り、造形作家というより
「工作」をしている男の子
にしか見えなくなった。
だが、和気史郎先生の画
集の刊行に尽力し、和気
先生の書を掛けた自宅は
大人のたたずまいそのも
のであった。

旭窓会が同期会・ＯＢ会を支援

旭窓会が同期会・ＯＢ会の活性化のためつぎ

の開催支援をいたします。学年理事・ＯＢ会

会長がＨＰから申し込んでください。

・宛名シールの発行（従来から支援）

・ハガキ印刷と代理発送（はがき代主催者負担）

・第１回目の特別支援金 １万円

・同期会・ＯＢ会開催支援金 ２万円 

・役員出席の場合の支援金１万円

・
問
合
せ　

北
岡
正
臣
、
大
島
泰
弘

　

�

日
程
・
会
場
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

普
通
科
45
期
・
国
際
教
養
科
５
期

卒
業
25
年
記
念
同
窓
会

・
日
時　

2
0
2
4
年
11
月
16
日（
土
）

　
　
　
　

18
時
〜

・
会
場　

グ
レ
ー
ス
バ
リ
な
ん
ば
道
頓
堀
店

・
会
費　

１
0
、
0
0
0
円

・
問
合
せ　

�

発
送
済
案
内
ハ
ガ
キ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

普
通
科
12
期　

喜
寿
同
窓
会

・
日
時　

2
0
2
4
年
11
月
20
日（
水
）

　
　
　
　

12
時
～
15
時

・
会
場　

道
頓
堀
ホ
テ
ル

　
　
　
　

�

大
阪
メ
ト
ロ
・
近
鉄
難
波
駅

普
通
科
19
期　

古
希
全
体
同
窓
会

・
日
時　

2
0
2
4
年
11
月
３
日（
日
）

　
　
　
　

12
時
～

・
会
場　

大
東
洋

　
　
　
　

�

大
阪
メ
ト
ロ
谷
町
線
中
崎
町
下
車

３
番
出
口
徒
歩
５
分

・
会
費　

7
、
0
0
0
円（
当
日
徴
収
）

・
問
合
せ　

渡
辺　

洋

普
通
科
16
期　

同
窓
会

・
日
時　

2
0
2
4
年
11
月
５
日（
火
）

　
　
　
　

12
時
～

・
会
場　

道
頓
堀
ホ
テ
ル

・
問
合
せ　

杉
田
さ
つ
き

普
通
科
９
期　

傘
寿
同
窓
会

・
日
時　

2
0
2
4
年
11
月
16
日（
土
）予
定

同
窓
会
・
同
期
会
の
ご
案
内

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
ま
し
た
。
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
普
及
と
パ
ソ
コ
ン
を
使
わ
な
い
持

た
な
い
人
の
利
便
性
を
図
り
、
閲
覧
し
や
す
い
デ
ザ

イ
ン
に
変
更
。
ま
た
、
会
員
に
対
す
る
情
報
機
能
を

強
化
し
ま
し
た
。
各
種
申
し
込
み
や
欠
席
の
連
絡
に

も
活
用
い
た
だ
け
ま
す
。

　

運
用
開
始
は
2
0
2
4
年
10
月
１
日
か
ら
で
す
。

Ｈ
Ｐ
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

各
種
申
請
は
Ｈ
Ｐ
か
ら

　３面で紹介したように、第２回東日本合同同窓会を
11月24日（日）東京渋谷エクセルホテル東急で12時から
開催します。参加を希望される方は、会報に同封してい
る開催要項をご覧の上、同封ハガキで申し込んでくださ
い。締切りは11月10日（日）必着です。

第２回東日本合同同窓会第２回東日本合同同窓会

取材余話

上杉氏油絵

普
通
科
32
期　

同
窓
会

・
日
時　

2
0
2
4
年
10
月
５
日（
土
）

・
会
場　

道
頓
堀
ホ
テ
ル

　
　
　
　

連
絡
は
学
年
理
事
の
三
由
へ

普
通
科
21
期　

卒
業
50
周
年
記
念
同
窓
会

・
日
時　

2
0
2
4
年
10
月
６
日（
日
）

　
　
　
　

12
時
～
15
時

・
会
場　

道
頓
堀
ホ
テ
ル

・
会
費　

8
、
0
0
0
円

　
　
　
　

連
絡
は
学
年
理
事
の
𠮷
田
へ

　
　
　
　

25
番
出
口
徒
歩
３
分

・
会
費　

7
、
0
0
0
円

・
申
込　

学
年
理
事　
　

矢
田　

千
鶴
子

　
　
　
　

同
期
会
幹
事　

中
辻　

悦
郎

　

各
期
が
予
定
し
て
い
る
同
期
会
で
す
。

詳
細
は
旭
窓
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
・
メ
ー
ル

マ
ガ
ジ
ン
で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

official

旭窓会ホームページ

「旭窓会公式ホームページ」ご覧いただいていますか？

同窓生の、同窓生による、同窓生のための
HPづくりをめざします。

住所変更・ご提案・ご要望・ご意見をお願いします。

https://kyokusoukai.info/index.php

検 索旭窓会

「旭窓会」で検索して下さい。

メール登録もできます。 【HP製作スタッフ募集】

日　時：2024年11月17日 ㈰
　　　　総　　会　12：00 〜
　　　　懇 親 会　12：30 〜

会　場：�ホテルニューオータニ大阪
３F 大観苑

会　費：7,000円
　　　　�ただし、普通科70期国際文化科

１期3,000円

　2024年度旭窓会総会を下記のとおり開催いたします。
懇親会では、２期生の米寿と13期生の喜寿のお祝いをい
たします。お誘いあわせてご出席ください。

旭窓会総会のご案内


